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2024年度前期
学修行動と学生生活実態調査についての概要

◼本調査の目的
① 学修行動と学生生活の振り返りを行い、後期の授業に対する学習意欲を高める。

東北学院大学としてのその変化を測定する。

② この調査を既存の調査とも合わせることで、学修活動の変遷を探る継続的なモニタリングを行い
学修成果向上に向けた取り組みへの提言を行う。

◼調査方法
Web回答形式（Googleアカウントにより学生番号取得）

◼有効回答
① メールアドレスにより学生番号と紐づけられる情報を取得するため、すべての回答を有効回答とする。

② ただし、全て同じ番号での回答や授業に関する授業外学習時間とその他の学習時間が24時間を超過するなど
不可能となる回答は無効処理とする。

◼主管部署
学長室政策支援ＩＲ課

◼調査設問

1. 基本情報
Q.1 居住区分

2. 学修行動に関する調査
Q.2 あなたの授業に関する予習復習の１日あたりの平均的な学習時間を１つ選んでくださ

い。

Q.3 あなたの授業以外の学習（資格取得等）に関する平均的な１日あたりの学習時間を１
つ選んでください。

Q.3_1 授業以外の学習の具体的な目的（資格名）を回答してください。

Q.4 授業以外で最もよく利用する学習場所を１つ選んでください。

Q.5 前期中に図書館を何回程度利用しましたか。あてはまる項目を１つ選んでください。

Q.6 前期中にラーニングコモンズを何回程度利用しましたか。あてはまる項目を１つ選ん
でください。

Q.7 少人数で行われる演習形式もしくは実験実習・卒業研究の授業を履修していますか。
あてはまる項目を１つ選んでください。

3. 学修成果に関する調査
Q.8 あなたは今後、社会で活躍するために次のような能力・知識が必要だと考えますか。

Q.9 専門的な知識や技能を身につけるための体系的なカリキュラムだと思いますか。

4. 学生生活に関する調査
Q.10 あなたは学生生活が充実していると感じていますか。あてはまる項目を１つ選んで

ください。

Q.11 部活・サークル等に加入していますか。最も多く参加している項目を１つ選んでくだ
さい。

Q.12 アルバイトはしていますか。あてはまる項目を１つ選んでください。

Q.13 朝食を食べていますか。あてはまる項目を１つ選んでください。

5. 東北学院大学に対する評価
Q.14 東北学院大学を表す最初にイメージする言葉を１つ選んでください。

Q.15 あなたは高校生に東北学院大学への進学を勧めたいと思いますか。

Q.16 東北学院大学での学びに対する満足度についてご回答ください。

6. 文部科学省 全国学生調査の調査項目(※1)

Q.17 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか。

Q.18 大学在学中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか。経験してい
ない場合は⑤を選択してください。

Q.19 大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか。

Q.20 これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思います
か。

Q.21 今年度前期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのく
らいですか。

Q.21_1 授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）

Q.21_2 卒業論文・卒業研究・卒業制作

Q.21_3 予習・復習・課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く）

Q.21_4 授業と直接関係しない自主的な学習

Q.21_5 部活動／サークル活動

Q.21_6 アルバイト／定職

7. 大学礼拝に関する調査
Q.22 東北学院大学では週３日程度礼拝に出席することを推奨しています。2024年度前

期は大学礼拝にどの程度出席しましたか。

Q.23 大学礼拝に行く理由は何ですか。（複数選択可）

Q23_1 他に大学礼拝に行く理由や目的があれば、具体的にお答えください。（50字程度
まで）（自由回答）

Q.24 礼拝にどれくらい満足していますか。

Q.25 大学礼拝に出席していない理由は何ですか。（複数選択可）

Q.25_1 他に大学礼拝に出席しない理由があれば、具体的にお答えください。（50字程度
まで）（自由回答）

Q.26 大学礼拝にはどのようなことを期待していますか。（複数選択可）

Q.27 大学礼拝に関して、改善したほうが良い点があればお答えください。（50字程度ま
で）（自由回答）

8. 前期の振り返りに関する調査
Q.28 2024年度前期を振り返って、学習時間や勉強に対する取組で良かった点を記入し

てください。（自由回答）

Q.29 2024年度前期を振り返って、後期に向けて学習時間や学習意欲に関して、自分自
身で改善したい点があれば記入してください。（自由回答）

Q.30 2024年度前期を振り返って、履修登録及びキャンパス移動等に関して、困った点は
ありますか。

Q.31 「はい」と回答したうち、最も困った点を選んでください 。

Q.31_1 上記の具体的な内容を記入してください（自由回答）

9. 生成AIに関する調査
Q.32 生成AIを使用したことがありますか。

Q.33 使用したことがある生成AIを選択してください。（複数選択可）

Q.34 使用したことのある主な理由は何ですか。（複数選択可）

Q.35 生成AIを使用したことがあるあなたにとって、生成AIは以下のうちどのような存
在ですか。（複数選択可）

Q.36 生成AIを利用しない主な理由は何ですか。（複数選択可）

Q.37 生成AIの情報や生成物（文章、画像、コード等）をどの程度信頼していますか。

Q.38 Q.37を選択した理由を回答してください。（50字程度まで）（自由回答）

Q.39 生成AI技術について、もっと学びたいと思いますか。

Q.40 将来、生成AIを使用する目的は変化していくと思いますか。

※ 調査実施年度により設問Noが異なるため、経年変化については設問文のみで
編集しています。

※ 回答平均スコアについて
・・・各回答の選択肢について、否定的～肯定的までの段階をスコア化し、平均を算出
→ 回答が肯定or否定のどちらに寄っているかの可視化をしています。

※1 ： 本学では後期分調査の回答データを令和６年度全国学生調査の結果として
提出する予定としています。

※２ ： 網掛け部分は公開対象外のため載せておりません。

（※２）

（※２）



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Q.9 専門的な知識や技能を身に付けるための体系的なカリキュラムだと
思いますか △は平均回答スコア

Q.10 学生生活が充実していますか
△は平均回答スコア

Q.15 高校生に東北学院大学への進学を進めたいと思いますか
△は平均回答スコア

Q.16 東北学院大学での学びに対する満足度
△は平均回答スコア

◼ 回答率

◆ 経年変化

◆ 経年変化 （今期含む）

◼ 満足度



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．１ 居住区分

◆ 今期 （全学年／学年別）

◼ １． 基本情報 （Q.1、 履修／修得単位）

◆ 経年変化

履修単位数

◆ 今期 （学年ごと）

修得単位数

◆ 今期 （学年ごと）

※ 2024年度より、選択肢に「学生寮・学生会館」を追加した。



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

※ 2024年度から回答を複数選択方式に改めたため、経年変化の記載なし

Ｑ．2 授業に関する予習復習時間

◆ 今期 （全学年／学年別）

◼ 2． 学修行動に関する調査 (Q.2、 Q.3、 Q.3_1)

◆ 経年変化

Ｑ．3__１ 授業以外の学習の具体的な目的 （資格名）

◆ 今期 （学科ごと）

Q.3 授業以外の学習時間

◆ 今期 （全学年／学年別）

◆ 経年変化



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．４ 授業以外の学習場所

◆ 今期 （全学年／学年別）

◆ 経年変化

◆ 経年変化

◼ ２． 学修行動に関する調査 （Q.４、 Q.５、 Q.６、 Q.７ ）

◆ 経年変化

◆ 経年変化

Ｑ．5 図書館利用回数 （学期中）

◆ 今期 （全学年／学年別）

Q.６ ラーニングコモンズ利用回数 （学期中）

◆ 今期 （全学年／学年別）

Ｑ．7 少人数で行われる演習形式の授業履修状況

◆ 今期 （全学年／学年別）



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．8 社会で活躍するため必要と考えている能力・知識

◆ 今期 （全学年）

◆ 経年変化

◼ 3． 学修成果に関する調査 （Q.8）

◆ 経年変化

◆ 経年変化

Ｑ．11 参加している部活・サークル名

◆ 今期 （全学年／学年別）

Ｑ．12 アルバイトはしていますか

◆ 今期 （全学年／学年別）

Q.21_６ １週間のうちアルバイトに従事している時間

◆ 今期 （全学年／学年別）

◼ ４．学生生活に関する調査 （Q.１１、 Q.１２、 Q.２１_６）



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．13 朝食を食べていますか

◆ 今期 （全学年／学年別）

◼ ４． 学生生活に関する調査 (Q.１3)

◆ 経年変化

Q.14 東北学院大学を表す最初にイメージする言葉

◆ 今期 （全学年） ◆ 経年変化

◼ ５． 東北学院大学に対する評価 (Q.１4)



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

※1 : 「⑤経験していない」 を選択した学生を除外

※1 : 「⑤経験していない」 と回答した学生と、⑤以外を選択した学生との比較集計

Ｑ．１7 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか

◆ 全学／学年別

◼ ６．文部科学省 全国学生調査の調査項目 （Ｑ．１７、 Q.１８）

➊ 経験の有無（※1)の集計

◆ 全学／学年別

Ｑ．１8 大学在学中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか

➋ 経験あり（※1)と回答した学生について、各経験の有用度を集計

◆ 全学／学年別

No.01 理解がしやすいように教え方が工夫
されていた

No.02 予習・復習など授業時間外に行うべき
学習が指示される

No.03 課題等の提出物に適切なコメントが
付されて返却される

No.04 グループワークやディスカッションの
機会がある

No.05 質疑応答など、教員等との意見交換の
機会がある

No.06 ティーチングアシスタントなどによる
補助的な指導がある

No.01 インターンシップ(5日間以上) No.02 海外留学・海外研修(短期も含む) No.03
主に英語で行われる授業の履修
(語学学習を除く)



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．１9 大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか

◼ ６．文部科学省 全国学生調査の調査項目 （Ｑ．１９）

◆ 全学／学年別

No.01 専門分野に関する知識・理解 No.02
将来の仕事につながるような
知識・スキル・態度・価値観

No.03 文献・資料を収集・分析する力 No.04 論理的に文章を書く力 No.05 人に分かりやすく話す力

No.06 外国語を使う力 No.07
数理・統計・データサイエンス
に関する知識・技能

No.08
問題を見つけて解決方法を
考える力

No.09
他者を理解し意思疎通する
能力

No.10 他者と協働する力

No.11 幅広い知識、ものの見方 No.12
異なる文化に関する知識・理
解

No.13 異文化の人々と協力する能力 No.14 批判的に考える能力 No.15 リーダーシップの能力

No.16 プレゼンテーションの能力 No.17
自主的かつ自律的に学修する
能力

No.18
現代社会が直面する問題に
関する知識

No.19
地域社会が直面する課題に
関する知識



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

※ No.06：４．学生生活に関する調査Q.12参照

Ｑ．20 これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか

◆ 全学／学年別

◼ ６．文部科学省 全国学生調査の調査項目 （Ｑ．20、 Q.２１）

◆ 全学／学年別

Ｑ．21 今年度前期の授業期間中の平均的な一週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか

No.01
卒業時までに身に付けるべき知識や
能力を意識して学修している

No.02
授業アンケート等の学生の意見を
通じて大学教育が良くなっている

No.03
教職員が熱心に教育に取り組んで
いる

No. 04
大学の学びによって成長を実感して
いる



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．22 東北学院大学では週３回程度礼拝に出席することを推奨しています。２０２４年度前期は大学礼拝にどの程度出席しましたか

◆ 全学／学年別

◼ ７．大学礼拝に関する調査 （Ｑ．22、 Ｑ．23、Ｑ．24、Ｑ．25、Ｑ．26）

Ｑ．23 大学礼拝に行く理由は何ですか （複数選択可）

◆ 全学

Ｑ．24 礼拝にどれくらい満足していますか

◆ 全学／学年別

Ｑ．25 大学礼拝に出席していない理由は何ですか （複数選択可）

◆ 全学

その他の回答(抜粋)
何となく、身が引き締まる、
友人のために祈っている
など

Ｑ．26 大学礼拝にはどのようなことを期待していますか （複数選択可）

◆ 全学

➊今期（2024年度前期）に大学礼拝に出席している場合

➋今期（2024年度前期）に大学礼拝に出席していない場合



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．32 生成ＡＩを使用したことがありますか

◆ 全学／学年別／学部学科別 ・・・ 棒グラフ

◼ ９．生成ＡＩに関する調査 （Ｑ．32）

◆ 全学／学年別／学部学科別 ・・・ 集計表



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

少数回答(抜粋)
画像生成、音楽系、文章生成、文章要約、
翻訳、小説生成、LINEのAI、
AdobeのAI、授業で使用した など

Ｑ．33 使用したことがある生成ＡＩを選択してください （複数選択可）

◆ 全学

◼ ９．生成ＡＩに関する調査 （Ｑ．33、 Ｑ．34、Ｑ．35、Ｑ．36 ）

Ｑ．３４ 使用したことのある主な理由は何ですか （複数選択可）

◆ 全学

Ｑ．３6 生成ＡＩを使用しない主な理由は何ですか （複数選択可）

◆ 全学

Ｑ．35 生成ＡＩを使用したことがあるあなたにとって、生成ＡＩは以下のうちどのような存在ですか （複数選択可)

◆ 全学

➊生成ＡＩの使用経験がある場合

➋生成ＡＩの使用経験がない場合



学修行動と学生生活に関する実態調査 結果報告
2024年度前期（2024/9/4～9/30）実施分

Ｑ．３9 生成ＡＩ技術について、もっと学びたいと思いますか

◆ 使用経験の有無／全学／学年別

◼ ９．生成ＡＩに関する調査 （ Ｑ．37、 Ｑ．39、 Ｑ．40 ）

Ｑ．40 将来、生成ＡＩを使用する目的は変化していくと思いますか

◆ 全学／使用経験の有無

Ｑ．37 生成ＡＩの情報や生成物（文章、画像、コード等）をどの程度信頼していますか

◆ 全学／使用経験の有無
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